
必修 ③　合同の証明（3組の辺）
p.16

①本文「AB＝AD」より，AB＝ADに［　］の印をかく。
②本文「BC＝DC」より，BC＝DCに［　］の印をかく。
③共通な辺のACに［　 ］の印をかく。
→以上より ,「３組の辺がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

練 習

1 △ABCと△ADCが合同であることを証明する。

①本文「AB＝CD」より，AB＝CDに［　］の印をかく。
②本文「BC＝DA」より，BC＝DAに［　］の印をかく。
③共通な辺のACに［　 ］の印をかく。
→以上より ,「３組の辺がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

2 △ABCと△CDAが合同であることを証明する。

必修 ④　合同の証明（2組の辺とその間の角）
p.17

①本文「AO＝BO」より，AO＝BOに［　］の印をかく。
②本文「CO＝DO」より，CO＝DOに［　］の印をかく。
③対頂角で，∠AOC＝∠BODに［ 　 ］の印をかく。
④以上より ,「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する辺の長さは等しいから，AC＝BDであることがいえる。

練 習

1 ACを含む△OACと，BDを含む△OBDが合同であることを証明すればよい。

①本文「点Mは辺BCの中点」より，BM＝CMに［　］の印をかく。
②本文「AB＝AC」より，AB＝ACに［　］の印をかく。
③共通な辺のAMに［　 ］の印をかく。
→以上より ,「３組の辺がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

3 △ABMと△ACMが合同であることを証明する。

①本文「AO＝CO」より，AO＝COに［　］の印をかく。
②本文「BO＝DO」より，BO＝DOに［　］の印をかく。
③対頂角で，∠AOB＝∠CODに［ 　 ］の印をかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

2 △OABと△OCDが合同であることを証明する。

①本文「線分ABの垂直二等分線　上の点を P」より，
　∠PMA＝∠PMBに［　　］の印を，AM＝BMに［　］の印をかく。
②共通な辺のPMに［　］の印をかく。
③以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する角の大きさは等しいから，∠APM＝∠BPMであることがいえる。

3 ∠APMを含む△PAMと，∠BPMを含む△PBMが合同であることを証明すればよい。

『合同の証明』の手順をマスター！　ヒント集
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必修 ⑤　合同の証明（1組の辺とその両端の角）
p.18

①本文「BO＝DO」より，BO＝DOに［　］の印をかく。
②本文「∠ABO＝∠CDO」より，∠ABO＝∠CDOに［ 　 ］の印をかく。
③対頂角で，∠AOB＝∠CODに［ 　 ］の印をかく。
④以上より ,「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する辺の長さは等しいから，AB＝CDであることがいえる。

練 習

1 ABを含む△ABOと，CDを含む△CDOが合同であることを証明すればよい。

必修 ⑥　重なった図形における合同の証明
p.19

①本文「AB＝AC」より，元の図のAB＝ACに［　］の印をかく。
　→分けた図のAB＝ACにも［　］の印をかく。
②本文「∠ABP＝∠ACQ」より，元の図の∠ABP＝∠ACQに［ 　 ］の印をかく。
　→分けた図の∠ABP＝∠ACQにも［ 　 ］の印をかく。
③共通な角で，元の図の∠BACに［ 　 ］の印をかく。
　→分けた図の∠BAP＝∠QACにも［ 　 ］の印をかく。
④以上より，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する辺の長さは等しいから，AP＝AQであることがいえる。

練 習

1 APを含む△ABPと，AQを含む△ACQが合同であることを証明すればよい。
なお，△ABPと△ACQは重なっているので，分けた図をかく。

①本文「点OはABの中点」より，AO＝BOに［　］の印をかく。
②本文「∠OAC＝∠OBD」より，∠OAC＝∠OBDに［ 　 ］の印をかく。
③対頂角で，∠AOC＝∠BODに［ 　 ］の印をかく。
④以上より，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する辺の長さは等しいから，AC＝BDであることがいえる。

3 ACを含む△AOCと，BDを含む△BODが合同であることを証明すればよい。

①本文「AB＝AC」より，元の図のAB＝ACに［　］の印をかく。
　→分けた図のAB＝ACにも［　］の印をかく。
②本文「AD＝AE」より，元の図のAD＝AEに［　］の印をかく。
　→分けた図のAD＝AEにも［　］の印をかく。
③共通な角で，元の図の∠BACに［ 　 ］の印をかく。
　→分けた図の∠BAD＝∠EACにも［ 　 ］の印をかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

2 △ABDと△ACEは重なっているので，分けた図をかく。

①共通な辺のBDに［　］の印をかく。
②本文「BDは∠ABCの二等分線」より，∠ABD＝∠CBDに［ 　 ］の印をかく。
③本文「BDは∠ADCの二等分線」より，∠ADB＝∠CDBに［ 　 ］の印をかく。
→以上より ,「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

2 △ABDと△CBDが合同であることを証明する。
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達人 １　正方形・正三角形と合同
p.24

①本文「正三角形△ABD」より，元の図のAD＝ABに［　］の印をかき，
∠DABに［ 60°］とかく。

　→分けた図のAD＝ABにも［　］の印をかく。
②本文「正三角形△ACE」より，元の図のAC＝AEに［　］の印をかき，

∠CAEに［ 60°］とかく。
　→分けた図のAC＝AEにも［　］の印をかく。
③元の図の∠BACに［ 　 ］の印をかく。
　→分けた図の∠DACに［ 60°＋ 　］の印を，

∠BAEに［ 60°＋ 　］の印をかく。
→以上より ,「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

練 習

1 △ADCと△ABEは重なっているので，分けた図をかく。

『合同の証明』の達人になろう！　ヒント集

p.25

①本文「正方形ADEB」より，元の図のAD＝ABに［　］の印を，
∠DABに［　　］の印をかく。

　→分けた図のAD＝ABにも［　］の印をかく。
②本文「正方形ACFG」より，元の図のAC＝AGに［　］の印を，

∠GACに［　　］の印をかく。
　→分けた図のAC＝AGにも［　］の印をかく。
③元の図の∠CABに［ 　 ］の印をつける。
　→分けた図の∠CADに［ 90°＋ 　］とかき，

∠GABに［ 90°＋ 　］とかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

実戦問題
△ACDと△AGBは重なっているので，分けた図をかく。1

①本文「正三角形ABC」より，BC＝ACに［　］の印をかき，
∠BCA＝∠BACに［ 60° ］とかく。

②本文「AB//EC」より，AB//ECに［　　 ］の印をかく。
　→平行線の錯角で，∠BAC＝∠ACEだから∠ACEにも［ 60° ］とかく。
③本文「CE＝CF」より，CE＝CFに［　］の印をかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

△BCFと△ACEが合同であることを証明する。3

①本文「正三角形ADB」より，元の図のAB＝DBに［　］の印をつけ，
∠ABDに［ 60° ］とかく。

　→分けた図のAB＝DBにも［　］の印をかく。
②本文「正三角形BCE」より，元の図のBE＝BCに［　］の印をつけ，

∠CBEに［ 60° ］とかく。
　→分けた図のBE＝BCにも［　］の印をかく。
③分けた図の∠ABEに 60°＋90°の［ 150° ］とかき，

∠DBCに 60°＋90°の［ 150° ］とかく。
④以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から合同。
→対応する辺の長さは等しいから，AE＝DCであることがいえる。

AEを含む△ABEと，DCを含む△DBCが合同であることを証明すればよい。
なお，△ABEと△DBCは重なっているので，分けた図をかく。
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達人 ２　二等辺三角形と合同
p.26

①本文「AB＝AC」より，AB＝ACに［　］の印をかく。
　→△ABCは二等辺三角形なので，底角は等しいから，∠ABC＝∠ACBに［ 　 ］の印をかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

練 習

1 △ABDと△ACEが合同であることを証明する。

p.27

①本文「AB＝ACの二等辺三角形ABC」より，元の図のAB＝ACに［　］の印をかく。
　→分けた図のAB＝ACにも［　］の印をかく。
　二等辺三角形の底角は等しいから，元の図の∠ABC＝∠ACBに［ 　 ］の印をかく。
　→分けた図の∠ABE＝∠ACDにも［ 　 ］の印をかく。
②本文「BD＝CE」より，元の図のBD＝CEに［　］の印をかく。
　→BEとCDは，ともに「BC－   」となり等しいから，元の図のBE＝CDに［　 ］の印をかく。
　　→分けた図のBE＝CDにも［　 ］の印をかく。
→以上より，「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

実戦問題
△ABEと△ACDは重なっているので，分けた図をかく。1

①共通な辺のECに［　］の印をかく。
②本文「∠ACB＝90°」より，∠ACBに［　　］の印をかく。
③本文「△ABC≡△DEC」より，合同な図形の対応する角の大きさは等しいから，
　∠ACB＝∠DCE　よって，∠DCEにも［　　］の印をかく。
　→図より，∠FCEにも［　　］の印をかく。
④③と同様に，△ABC≡△DECより，∠ABC＝∠DECに［ 　 ］の印をかく。
⑤③と同様に，△ABC≡△DECより，合同な図形の対応する辺の長さは等しいから，
　BC＝EC　よって，BCにも［　］の印をかく。
　→△BCEはBC＝ECの二等辺三角形なので，底角は等しいから∠CBE＝∠CEB

　　よって∠CEBにも［ 　 ］の印をかく。
→以上より，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

△ECFと△ECDが合同であることを証明する。3

達人 ３　平行四辺形と合同
p.28

①図より，∠AFD＝∠CEBに［　　］の印をかく。
②本文「長方形ABCD」より，対辺は等しいから，AD＝BCに［　］の印をかき，

対辺は平行だから，AD//BCに［　　 ］の印をかく。
　→平行線の錯角で，∠DAC＝∠ACBに［ 　 ］の印をかく。
→以上より，「直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

練 習

1 △ADFと△CBEが合同であることを証明する。

①本文「AD//BC」より，AD//BCに［　　 ］の印をかく。
　→平行線の錯角で，∠ADB＝∠DBCに［ 　 ］の印をかく。
②本文「AB＝AD」より，△ABDは二等辺三角形で，本文「∠Aの二等分線」より，
　二等辺三角形の頂角の二等分線は，底辺を垂直に２等分するから，
　BP＝DPに［　 ］の印を，∠APDに［　　］の印をかく。
③対頂角で，∠APD＝∠QPBより，∠QPBにも［　　］の印をかく。
→以上より，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」から，合同であることがいえる。

△APDと△QPBが合同であることを証明する。2
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